
前田 隼

国立情報学研究所 図書館連携・協力室
（北海道大学附属図書館）

データ公開基盤としての機関リポジトリ

大学図書館の窓から

初夏の北海道大学（農学部）

拝啓 研究データの登録はいかがお進みでしょうか

北海道大学での事例と私なりの考察を共有いたします



学部・大学院
・12学部

10,000人
・20大学院（17研究院）

6,500人
・教員 2,000人
・職員 2,000人

およそ20,000人のコミュニティ
（cf., 札幌市の人口200万人）

北海道大学北海道大学



北大附属図書館と機関リポジトリ



HUSCAP（機関リポジトリ）北大の機関リポジトリ：HUSCAP



HUSCAP（機関リポジトリ）運営体制

研
究
支
援
課

札幌キャンパス 函館キャンパス



担当者に聞いてみました

研究データ登録の実際について



A 1 : 2022年5月時点での総数は216件で、うしお丸・おしょろ丸の
航海記録を除いた研究者の個別登録は21件です。

Q 1 : 研究データの登録数についておしえてください

航海記録：約200件 個別研究データ：約20件



参考 : 2020年時点での内訳

Q 1 : 研究データの登録数についておしえてください

三上 (2020) https://www.nii.ac.jp/sparc/event/2020/pdf/20210218_5.pdf



具体例 1



具体例 2
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! 2017-2021までは3月末時点の数、2022年は5月時点での数

Q 2 : 研究データの登録数は増えていますか？



A 3 : トップページや登録案内のページで案内しています

Q 3 : 特徴的な取り組みについておしえてください



A 4 : ライセンスについて相談を受け付けています（CC0かBYかなど）

メールでご希望をうかがいつつ、研究者の方がFAIR原則や雑誌のデータポリシーに
詳しくない場合には、お調べしてご案内・ご相談するようにしています。

Q 4 : 研究データ登録に関して、どのような対応をしていますか？



A 5 : 査読者のみへの限定公開可能など、研究データ特有の公開方法に
対応しています

Q 5 : 雑誌論文の登録と特に異なるところをおしえてください

三上 (2020) https://www.nii.ac.jp/sparc/event/2020/pdf/20210218_5.pdf



A 5 : 査読時に一般公開可能など、研究データ特有の公開方法に
対応しています

Q 5 : 雑誌論文の登録と特に異なるところをおしえてください

査読公開については、
査読が終わった後に連
絡してくれていないか
もしれない（論文がリ
ジェクトされたかも？
）ので、そこが心配で
す

三上 (2020) https://www.nii.ac.jp/sparc/event/2020/pdf/20210218_5.pdf



A 6 : こういったサービスが提供できる背景としては、次のようなことが
挙げられます。

・規則で研究データを公開可能とした
（非公表でも可能とした→査読公開可能）
・数年前からちらほらデータ登録の相談があり、少しずつノウハウが
蓄積されてきた

・さらにその背景には、HUSCAPへの論文登録が研究者に浸透していて、
データ公開先の選択肢にも自然とHUSCAPがあがってくるように
なっているというこれまでの積み重ねのおかげだと思っています
（言い過ぎかもしれませんが）

Q 6 : 背景となる取り組みについて教えてください



大学図書館の立ち位置から見える風景
3: 機関リポジトリにおける研究データ

課題

• どういったサポートが必要なのか、まだ全体像がわかっていないこと
• 研究データ管理に関する経験や知識の（大学内・担当者間での）継承

要望
• いろいろな大学での事例が共有できると心強いです（メーリングリスト
ができるとか）

Q 7 : 研究データ登録についての課題と要望をおしえてください



考察 : 図書館の立場「誰が・どうしたいのか、知りたい…」

政府・助成団体

学会

研究者 大学
図書館

論文 データ

データ公開の
義務・要請

サポート

分野
リポジトリ

機関
リポジトリ



利用者の視点 : 「検索プラットフォームは一個だとうれしい」

研究者
分野

リポジトリ

機関
リポジトリ

機関ごと機関・国、関係なし CiNii Researchの腕の見せ所

・手軽なほうがいい（やり取りがないのが一番楽）
・重複はしたくない（研究者的にも、図書館的にも、NII的にも）



お互いどうしたいのか、何が必要で、何ができるのか、
ベストな道筋を見つけるために意識のすり合わせが必要

これからの課題



北海道大学附属図書館研究支援課
研究支援企画担当



前田 隼

国立情報学研究所 図書館連携・協力室
（北海道大学附属図書館）

データ公開基盤としての機関リポジトリ

大学図書館の窓から ご参考にしていただけたら幸いです。

ご清聴ありがとうございました。 敬具



• 三上 (2020) 「研究データ公開実践のための課題を探る 北海道大学での実例を通じて」
https://www.nii.ac.jp/sparc/event/2020/pdf/20210218_5.pdf

↑2020年時点における北海道大学における研究データ登録の実際について詳しい。

• AXIES-JPCOAR研究データ連絡会（2020）「RDM事例形成プロジェクト中間報告書」
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/2000003

資料集

https://www.nii.ac.jp/sparc/event/2020/pdf/20210218_5.pdf
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/2000003
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